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論文内容の要旨
11世紀前半より 13世紀前半にかけて、陳西・寧夏・甘粛地方にわたって支配を続けたタングート
党項)族の国、西夏は、末・遼、或は宋・1;:の二固と夫々鼎立の形勢を示し、 11、同ながらも、遼・
金、などの、隣接の大勢力に比べて比較的長命を保ちえたのであった。而してその国内には漠人・ウ
イグル人などの異民族を包含して、タングートがその 1: に臨むという、いわば小型の征服王朝の面を
有した外に、中国・モンゴリア・中央アジアの接触地帯に位置して、中継貿易国家としての、きわめ
て特殊な歴史的役割を演じたのであるが、さらにまた、固有文化の素地の Lに中国文化とチベット・
ウィグルなどの西方文化とを混融せしめることによって、独特の文化を形成したのである。東洋近世
の歴史にむいて、西夏はきわめて特異な地歩を占めるものであった。しかしながら、この国は突如と
して西北辺5J量の地に出現したものではなかった。西夏の建国が直接には英主、李元美(景宗)の創業
になることはいうまでもないが、しかし、そこにいたるまでの歴史的発展の過程として、唐代に開始
せられたタンゲート族の限西・寧夏・甘粛方面への移動とその後にむける著しい部族的発展、わけで
も、唐末に発足した夏川李氏政権の、五代・末初にむけるめざましい発展過程が、当面の研究課題と
してとり LげられねばならなしL ここにいう|タングート古代史研究」とは、時期的には、タングー
ト族が陪・唐初に青海省より四川省西北部にかけて活動した当時に始まり、その後、唐初に吐蕃の圧
迫のために、その故地から西北J2Ii)亘方面に移動してより、唐・五代の世に迂余曲折をかさねながらも、
次第に発展を遂げ、宋初に人って李椴遷・李徳明の建設期を経過するまでを包含してとり扱うもので
あって、 6 世紀末より 11世紀前半にわたる。西夏国家成立以前にむけるタングート族の発展史の究明
を欠いては、西夏国家成立の歴史的事情は把握されず、従って西夏史研究はその緒にむいて停滞せざ
るをえない。この故に、タングート古代史研究こそは、今後、西夏史研究を前進せしめるための、必
須の前提的条件といわねばならなしL この意味にわいて、筆者はタンゲート古代史研究をすすめ来っ
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た結果、ここに本論文をまとめるにいたった。以下、本論文の構成の順に、時代を追いつつ、その論
旨をのベる。
タングート族は中国史料には党項もしくは党項発と写されるが、その原住地は四川省の西北部、現
在の松潜県方面から青海省にわたる山地であり、東は松橋県に至り、南境にむいては春桑・迷桑など
の諸差と雑居し、その北部は吐谷津の住地と連接するものであった。この地にあって遊牧生活を営み
つつ、陪代より唐初にかけて、吐谷j軍と惰・唐との聞に介在して活躍をつづ、け、すでに 6 世紀末より
その動静が伝えられる。而してタングートにおいては、細封氏・費聴氏・往利氏・頗超氏・野律氏・
房常氏・米禽氏・拓抜氏などの諸大姓の併立がみられたが、その中でも拓抜氏が最強であったと伝え
られているのであり、このことは拓抜氏がやがて大なる発展をなすべき潜勢力を有したことを示して
いる。なお、拓抜氏については、鮮卑の拓抜氏との関係が当然問題視されるが、両者の関係は否定し
難いものがあるのである。しかしながら、タングートはいつまでもこの地にあって、安住の夢をむさ
ぼることは許されなかった。唐初において、吐谷揮を撃破した新興勢力、吐蕃の強大な圧力に直面す
るにむよんで、タングートはその-部が吐蕃に隷属して拝薬と称せられていたのを除き、その余の部
衆は吐蕃の鋭鋒をさげて故地を去り、唐に内属するのを余儀なくされた結果、慶州(甘粛省慶陽県)、
さらに霊州(寧夏自治区霊武県西南)、夏州、I (侠西省檎林県西北)に徒されて鶴康州、|の設置をみたの
であった。苦難にみちた、タングートの移動の歴史はここに始まるのである。さらに安史の乱の結果、
河西隣右の地があげて吐蕃の支配下に陥没したために、内属タングートは移しく東遷せざるをえなか
った。しかるに、タングートは唐の西北辺境に移住しながらも、なむも迫り来る吐蕃の圧力をさけえ
ず、至徳年間 (756~757) 以後には吐蕃のために唐土侵冠の助勢をなさしめられ、吐蕃軍のために偵
導の任を果さしめられるのみか、遂には唐土冠掠をもあえて行うにいたった。これに対して唐は、こ
の乱の鎮定ののち、郭子儀の献策に基いて、タングートと吐蕃とを隔離してその勢力の分離を策し、
これによって内属タングートはさらに銀州(陳西省米脂県西北)の北、夏川|の東へと徒されたのであ
った。吐蕃・唐双方の圧力の下に移動をくり返しながらも、タングートは西北辺境にむいて次第に発
展をとげた。タングートの部族組織は惰代にむいては、 -姓毎に部落を構成するものであったが、唐
代にはー姓が数部落に分裂しさらに部落の人口そのものも、惰代には「大者五千余騎。小者千余騎4
と記されたのが、唐代には次第に増加して「大者万余騎。小者数千騎4 と伝えられるにいたったが、
8 世紀後半には、慶州、ほ中心とし、拓抜乞梅に率いられた東山部、さらに、銀・夏両州を中心とし、
拓抜朝光によって統べられた平夏部が夫々成立し、さらに 9 世紀中頃には南山部の出現をみるにむよ
んでタングートはここに部族制社会へと進展をとげたのであった。而して 8 世紀後半には著しい経済
的発展をとげた結果、中国商人との聞に活発な交易を営むにいたったが、唐の辺将らの相次ぐ暴政の
結果、 9 世紀前半に入ると、タングートは或は叛き、或は吐蕃を導いて入冠するにいたった。しかし
、武宗・宣宗の二代にわたって、タングート懐柔への努力が続けられ、とくに宣宗はタングート統治
にきわめて積極的であって、かなりの成果をあげることに成功した。しかも、すでに 9 世紀前半にお
いて、山西の一部にまでもその遊牧圏を拡大したタングートは、唐末の変動期に際会して、その活躍
は著しいものがあり、とくに平夏部の酋長、拓抜思恭は黄巣の乱の鎮定に際して功を樹てた結果、中
- 12 -
和元年( 881 )には唐より定難軍節度使に任ぜられ、さらに同 3 年( 883 )には李氏の姓を賜わった
のである。夏・銀・緩(陳西省綬徳県) ・宥(陳西省靖遁県東) ・静(限西省米脂県西)五州を統べ
る定難軍節度使の地位は、李思恭の後はかれの弟、李思諌が承けついだのを始めとして、李氏一族に
よって世襲されるのであり、李氏としては従来の平夏部酋長の立場の外に、西北藩鎮の地位をも加え
得たことによって、その勢力は飛躍的に増強することとなるのである(以上、第一篇第一章L
五代の初頭にわいて、いちはやく後梁の支配下に入った李氏は、梁・晋(のちの後唐)抗争の際を
巧みに利して、台頭の機会をとらえつつ、思諌より葬昌、さらに仁福へと継承したのであり、この間
において、開平 4 年(910 )における夏州都指揮使、高宗益の叛乱、さらに天成元年( 926 )の、綬
・銀二州の兵乱などと、再度にわたる内部的危機に直面しながらも、よくこれを克服し、次第にその
勢力を増強した。その結果、夏川|李氏と北方の新興勢力、契丹との連繋を極度に恐れた後唐は、李仁
福よりその子、持也へと交替した機会を狙って、李氏そのものを夏州より追放して禍根を絶つべく企
てるにいたった。しかしながら、長興 4 年( 933 )後唐の武力行使に対抗して、遂にその根拠地、夏
州を守り抜くことに成功した李氏政権は、これを契機としてその立場を著しく強化したのであった。
さらに葬殿(葬興)がその後を襲ってよりのちは、かれの弟、葬敏ならびに牙(街)内都指揮使、拓
抜崇斌らの叛乱、さらに綬州刺史、李仁裕の失政事件などが勃発して、内部的には動揺を重ねながら
も、後晋・後漢両朝などの、中国側の圧力の低下した際にわいては、独立体制の確立に努めたのであ
って、この趨勢は後周の太祖ならびに世宗の世に中国側の圧力が著しく加わった際においても、殆ん
ど変りなかったものとみなされる。西北の一地方政権のめざましい躍進は、五代諸王朝の圧力を以て
しでも、到底抑えきれぬものであったのである。而してタングート諸族においては、唐代に比して勢
力の交替がみられ、ことに折氏の台頭は著しいものがあった。しかもこの間において、契丹の圧力は
次第にタングート諸族の上に加わり、武力攻撃をくり返すにいたり、タングートをめぐる国際関係は
俄に複雑化したのであった(以上、第一篇第二章L
しかしながら、宋朝の成立 (960年)ののち、その圧力が次第に強化するにおよんで、李氏の向背も
ここに一応決定づけられざるをえず、宋への従属体制をとることによって、その命脈を保持せんとし
たのである。かくして李葬殿(葬興) ・光叡・縫箔三代にわたって父子相伝が続いたが、継笥からそ
の弟、繕捧への継承が李氏一族の内部に深刻な紛争をもたらし、いたずらに紛糾を重ねるのみで、遂
にこれを解決しえなかった結果、権捧は太平興国 7 年 (982) 5 月、宋ヘ帰附し、所管の四州八県を
あげて宋ヘ献ずるという、かつてない非常事態におちいった。西北辺境の局面はかくして宋の側にき
わめて有利となったかにみえたその矢先に、纏捧の族弟、繕遷のひきむこした叛乱によって、事態は
さらに一変したのであった。繕遷は若年のころより勇名をうたわれた上に、権謀に長じた人物であり、
銀州にあって管内都知蕃落使として部族の統御に当りつつ、次第に衆望をあつめていたが、縫捧の帰
附した翌 6 月、その同志数十名を率いて銀州、はり脱出し、夏州の東北に当る地斤津に奔り、ここを拠
点として宋への抵抗戦を開始したのであった。この叛乱そのものは、長年にわたる李氏の根拠地を確
保することによって、李氏の政治的生命を維持せんとする行動であり、それはタングート部族意識の
露呈せるものとみなすべきものであった。この叛乱を繕遷自身の、継捧にたいする単なる個人的感情
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のもつれから生じたものと解釈するのは妥当ではない。しかし宋がかかる新事態の発生をみのがすわ
けはなく、直にその制圧が開始せられて、西北辺境の地に戦火がひろがったのである。しかも権遷は
末軍の相次ぐ攻撃によって痛打を蒙りながら、折氏、野利氏、破丑氏などの有力なタングート族を招
収してその勢力の増強に努め、遂に薙照 2 年( 985 )銀州奪回に成功してからは、この地を中心として
軍事体制の強化につとめた。しかし、この後、宋軍の徹底的な掃蕩作戦によって多数の部衆ならびに
牛・羊・馬匹の多くを失って、軍事的にも、また経済的にも危機に瀕すると、翌 3 年( 986 )遼ヘ帰
附することによって、類勢の挽回をはかる一・方、李継捧とは微妙な接触を保ちつつ、これを自己陣営
内ヘ引き入れるべく工作したのであった。しかも次第に経済的に窮迫の度を加えた継遷は、淳化 3 年
( 992 )宋に互市を求めるにいたり、これは宋の経済的封鎖政策が効を奏したものであったが、さら
にこの年、鄭文賓は青白塩禁輸策をとなえて縦遷側の食糧封鎖を策し、徹底的にこれをしめつけよう
としたc しかしながら、この計画は見事に失敗し、かえって逆にタングート諸族内部にナショナリズ
ムを誘発して、その結束をかためさせ、楊家族をはじめとするタングート|凡l 十二族の兵力、- -7;"余騎
は環州、I (甘粛省環県)の石昌鎮ヘ入冠し、また、銀・麟・夏 -:'HI むよび三族抗の内属タングートナj
余帳は継遷の側に奔るにいたった。継遷にとっては、願つてもない、好ましいi事j，~態の l山|
ならなし \0 かくして翌 4 年( 9ω93 )には、慶州|・原州(甘粛省鋲原~~)なとοの甘粛省東|宇j )'H5ヘ出撃し
て、件i北辺の要衝たる霊州、|へのルートを脅すにいたったが、級選が滋州、|を狙うにいたったのは、夏川|
方的iの本拠にたいする西方からの脅威をたち切るとともに、さらに凶方の、河ìJtj )fl1廊の地ヘ近; tI'，せん
とするものであった。震州、|をめぐる攻防戦はこの後、織烈な様相を呈し、宋は級選側の"I(一事的制圧を
はかるとともに、経済攻略の手段にも出たが、 -方、縦遷はタングート諸族との間に定期市を開設す
ることによって、その招収をはかり、これを合流せしめることによって勢力を強化し、幾度もの攻撃
失敗ののち、遂に戚平 5 年 (1002) 3 月、霊州、ほ陥れた。なむ、この前年、五万騎を以て薮州、ほ攻め
た継遷は、城兵の出撃せぬのをみてとると、その兵を検林(限凶省検林県)方面に駐めて屯出せしめ
たが、この年、夏州の早害に際しては、濯滅工事に着手してしゅのであって、かれが遊牧的な武力的
支配力とともに、漢人的な生活技術をも併せもったことは注目をひく。さて霊州、ほ入手し、この地を
凶平府と改めて首都建設をなしとげ、遊牧国家建設の緒についたかれは、さらに河西進出を企てて、
その重要地点、西涼府を攻め、翌 6 年 (1003) 11 月、 -旦はこれを子中に収めながら、同地の吐蕃の
酋長、活羅支の襲撃によって負傷し、このため、景徳元年 (1004) 正月、波凋に富んだ生涯をむえた
のであった(以上、第二篇第一章)。
同篇第二章にむいては、末初の若干の禁令を継遷の叛乱との関連の下に考察し、この叛乱そのもの
を末の立場、とくにタングート熟戸対策の面から見直さんとしたO すなわち、入貢通商の目的を以て
中国に・時的に僑居せる外民族が、通婚せる漢人女性を外地に伴い還ることは、すでに唐初より禁止
され、宋初にも同様の禁止規定があった。それにもかかわらず、タングート熟戸の入貢に際して、漢
人女子の購われて出塞する事件が頻発したために、叛乱勃発の翌年、太平興国 8 年( 983) 2 月、「女
口私市」の禁令が出されたのであった。この件は、西北辺の流民にして蕃中に没入したものの招収策
とも密接に関連するものであって、宋としては蕃中に没入せる漢人が継遷側に利用されるのを恐れて
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これを防止せんとしたのであった。しかも西北辺の動乱の拡大による、同方面の漢人の貧窮化のため
に、人口売買は跡をたたず、しかもそれは地域的にも拡大して行った。これに加えて纏遷の霊州攻撃
が開始された結果、西北辺の情勢がさらに切迫した際にむいて、至道元年( 995) 8 月、末が同方面
の漢人に示したのはタングート熟戸との通婚に関する禁令であったO 相次ぐ継遷の活躍によって、動
揺の著しいタングート熟戸にたいし、末の不信感は助長される一方、それだけに西北辺の漢人にたい
しては、極力これを確保すべく考えたことは充分推測されよう。末がこの禁令を出したのは、それに
よって西北辺の漢人をタングート熟戸から隔離し、いわゆる複合社会の構成要素として固定化するこ
とによって、末の西北辺防衛のための障壁たらしめんとしたものと解せられる(以上、第二篇第二章L
さて李纏遷の後を承けたその子、李徳明は、ひたすら宋わよび遼との衝突をさげて、専ら宋との経
済外交に努力し、遂に景徳 4 年(1007) にいたって保安軍(陳西省保安県)にむける棺場貿易の開始
に成功したことは、きわめて重要で、ある。遼・金などの大勢力が宋にたいして貿易開始を要請した場
合とは異り、未だ建国以前の、いわばなむ微弱な勢力にすぎぬ李氏が、かくも早く公的貿易開始をか
ちとりえたのは、李氏側の積極的な経済意欲もさることながら、遼と李氏とにたいする両面作戦をき
らった宋が、李氏懐柔の手段として貿易開始の必要に迫られたことにもよるであろうが、なむその外
に、李氏が貿易によってもたらす品目にも基づくところがあったものと考えられる。李氏将来の品目
について直に想~g されるのは、五代・宋初にむける河西ウイグルの入貢品目であり、それは馬匹なら
びに畜産品を主としながら、なおその外に、玉ならびに玉製品・砥砂・琉拍・珊瑚などの、西方各地
域から搬入された物資を含んでいたが、これらの中の一部は李氏によってさらに中継貿易されたので
あった。また、李氏側から本草類が数多く輸出されているのも、宋側の需要に応えたものと考えられ
る。而して徳明の対宋貿易拡大への努力はこの後も依然として続けられ、天聖4 年 (1026) 2 月には
井(山西省陽曲県)・代(山西省代県)二州に貿易場が開設されるにいたった。かくして貿易振興に伴
って経済力の充実をみた李氏政権は、天椿 4 年 (1020) には西平府の北方、懐遠鎮に築城して興州、|と
改め、この地に実都するにいたったが、さらに天聖 6 年 (1028) には河西ウィグルの本拠、甘州の占領
に成功し、西夏建国の基礎固め lはまさら lにこご一
すでで、に観たように、李綴遷が霊州、!にたいし、執助な攻撃ののち、遂にこれを陥れたのは、この地を
占領することによって、さらに河西方面への突破口を開かんがためであった。それ故にこそ、霊州占
領ののち、その鋭鋒は河西の地ヘ向けられて、西涼府の-旦占領となったのであるが、これこそ、タ
ングートが前代以来の、遊牧民的な掠奪のくり返しから脱皮して、河西ウィグルの商業貿易にとって
代らんとする動きであった。権遷の遺志をついだ李徳明は、商業貿易にその政治的生命をかけたので
あり、それだけに河西進出についてはさかんに意欲をもやしたのであった。しかしながら、李氏の河
西進出にたいしては、河西ウイグル自身の抵抗はもとよりのこと、同様に河西進出を狙う遼の妨害工
作に加えて、青唐吐蕃の反抗もあったのであり、これらの障害を排除しつつ、河西占領がすすめられ
たけれど、その一応完成したのは次代、元美のときにむいてであった。しかも河西ウイグルは遼との
連繋を依然として維持したのであって、西夏となってよりのちの河西経営は決して容易なものではな
かったのである。第三篇の第-・第二両章は以上のタングート・ウイルグ関係の検討にあてられる。
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まず第一章においては、唐・五代にわたるタングート・ウィグル(とくに河西ウイグル)の交渉過程
を追求したのち、宋初においてウイグル貿易の妨害者であった李氏が、やがて河西経略を開始した結
果、これをめぐって国際的対立柄数化した次第にふれ、河西経略の一応完成した西夏建国後において
も、河西ウイグルにたいする完全支配というには程遠いものであったことを指摘し、なお、文化なら
びに経済面にむけるタングート・ウィグル関係にも言及した。第二章にむいては、河西ウイグルをめ
ぐる国際関係をとり上げ、対遼関係に中心をおきつつ、河西ウイグルへの圧力が、遼のそれから李氏
のそれへと推移しながら、しかも河西ウィグルと遼との接触が遼末にいたるまで引きつづく過程を考
察した。市して両章何れも、時期的には、西夏建国以後にも言及していることは、ここに断っておか
ねばならない(以上、第三篇第一章・第二章L
第三篇の内容にもみられるように、タングート古代史の研究は当然、やがて西夏史研究へと発展す
べきである。筆者は惰唐時代以来、五代・宋初にわたるタングートの歴史的発展にたいして、研究を
重ねることによって、ここに漸く西夏建国の間近にまで迫ることが出来た。しかし、この後における
タングートの史的発展は西夏の建国を経過することによって、さらに複雑な様相を呈するのである。
筆者の関心はまさに西夏史研究に向わんとしているのであって、以上に行ない来ったタングート古代
史研究の成果をふまえつつ、さらに新しい究明にすすまんとするものである。
論文の審査結果の要旨
〔目的〕
タングート (Tangut )族とは、 6~14世紀に中国西北辺境地帯に活躍したチベット系民族で、今
日も、必ずしも古代のタングート族に直結するものばかりではないが、寧夏・甘粛・青海方面に、同
じ名でよばれる少数民族がいる。その地方に1032~1227年の間存続した西夏王国こそ、史上唯一のタ
ングート民族の建設した国であり、東アジア史上でも、征服王朝あるいは辺境の国の問題、また東西
交通史上の問題と関連して注目されている国である。本論文は、この西夏王国の歴史を考える上にも、
まず前提として明らかにせねばならぬこととして、 6 世紀末から西夏国建設に至るまでのタングート
民族の歴史を、タングート古代史とよんで明らかにしようとしたものである。
(構成〕 大綱は下のとおりである。
序論 (pp 1 -14) 
第 1 篇 唐代および五代期におけるタングート史の研究
第 1 章 唐代におけるタングートの発展 (pp 15~263) 
第 2 章 五代にわけるタングートの研究一一夏州政権の展開を中心として (pp 264-331) 
第 2篇西夏建国前史の研究
第 1 章李繕遷の興起前後 (pp 332-428) 
第 2 章宋初における二三の禁令とタングート問題 李継遷の興起をめぐって (pp 429-465) 
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第 3章李徳、明時代の研究一ーその経済外交を中心として (pp 466-494) 
第 3篇 タングート・ウィグル関係の研究
第 1 章 タングート・ウイグル交渉史の研究 (pp 495-561 ) 
第 2章河西ウイグルをめぐる国際関係の研究一一ー対遼関係を中心として (pp 562-598) 
結論 (pp 599-614) 
〔内容〕
第 l 篇で論じ明らかにされているのは、タングート民族が、その原住地からその後の本拠地となる
険西省北部へ移住し、唐と西方、とくに吐蕃との聞に立ちながら発展し、やがて中国の地方軍閥的勢
力にまでなってゆく、前後 3 世紀余にわたる経過である。
第 l 章では、タングート族の原住地は四川省西北部から青海省にわたる地方であったが、 7 世紀初
めと 8 世紀終りごろの史料を比べてみると、人口は増加し、氏族・部族社会としての発展が見られる
こと、名の知られる 8 氏族のうち最強の拓抜氏は、有名な鮮卑の拓政氏との関係が考えられることな
どをまず指摘している。以下、階・唐との交渉を青海方面の吐谷揮国との関係とあわせ考察し、次い
で、 7 世紀半ば以降発展してきた吐蕃と唐の両勢力にはさまれて展開する歴史を明らかにする。すな
わち、吐蕃が進出してくると、一部は吐蕃の領域内にとどまったが、残りは 7 世紀の終りまでに唐に
帰服し、北方の慶州・夏州・霊州(現在の険西省北部、寧夏回族自治区)に移されたこと。 8 世紀半
ば唐で安史の乱がおごり、吐蕃がさらに進出すると、タングート族でそれと結ぶものが多かったので、
唐は、内属タングートをさらに東北方、銀州の北、夏州の東に移したこと。そしてそのころのタング
ート諸族は、銀・夏両州を中心とするものが平夏部と、慶州怜中心とするものが東山部と呼ばれるよ
うになり、その後 9 世紀半ばごろに成立したもう一つの南山部もそうであったが、本来の部族集団と
は別の新しい地域集団が成立していたことなどが順次明らかにされてゆく。
そして、 8 世紀後半には経済的にも発展したこれらタングート族に対し、唐の辺将の暴政があいつ
ぎ、 9 世紀に入るとタングート人は叛乱・侵略でそれにむくいたが、唐の武宗・宣宗のとった安撫政
策の情況が解明される。そして唐末になると、黄巣の乱の鎮定にさいして平夏部の首長、拓抜思恭は
唐廷のために活躍し、 881年、唐より定難軍節度使に任ぜられ、次いで李姓を与えられたことに注目
する。険西省北部の 5 州を統べるこの節度使の地位につくことにより、思恭はタングート族の一族長
から、唐のー藩鎮の支配者としての地位にもついたのである。
第 2 章では、第 l 章に続く、 907年の唐朝滅亡後いわゆる五代の約半世紀間の動静を考察する。と
くに最初の後梁・後唐の 2 代30年間、西北藩鎮としてのタングート李氏政権内部での抗争があっただ
けでなく、五代王朝をたてる各政権の問、また北方で勢力を伸ばしてきたキタイ人と漢人王朝の対立
の聞に立って、複雑な展開をみせる歴史を跡づける。そして、その聞にも藩鎮としての勢力を保つだ
けでなく、治下の綴州刺史を勝手に任じ、後唐は事後承諾せざるを得なかった事実などに注目して、
李氏政権の猶雪柁め傾向を指摘する。なおタングート族内部では、拓抜氏のほか折氏などが台頭して
きたことも指摘している。
第 2篇は、第 1 篇に続く時代、中国の宋朝成立後約 1 世紀間の経過を明らかにしようとしたもので、
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西夏の建国へと、タングート族が飛躍的に発展する過程の研究である。
第 l 章では、 8 代目節度使、李継捧のときになり、 960年の建国以来、前の五代王朝とは異り圧力
を増してきた宋朝に対し、抗しきれずして所管の 4 州 8 県を献じて帰服する( 982 年)という事態を
むかえたこと。そのとき、民族的英雄李縫遷が興起し、宋に対する抵抗の戦いを20年間にわたって展
し、 1002年、ついに霊州を攻略して新しい根拠地を得たこと。それらの経過を分析し、その聞には、
対遼外交の問題、末側のこころみた経済封鎖の問題、それに対抗するため繕遷のとった、タングート
諸族問での定期市の開設や屯田政策・濯概工事などの問題が論証される。縫遷はさらに、西、1(.府と改
称した霊州、ほ根拠地として、はじめて西方の西涼府にまで進撃し、一時占領さえしたが、これこそ東
凶交通の本街道たる河西地方進出の第 1 歩として、注目する。
第 2 草では、李継遷のひさむこした政治情勢との関連において、宋代初期の両北辺の蕃漢混住地域
の問題を、宋のとった対策を中心に考察している。宋のとった対策として「女口私市J I蕃漢通婚」
の禁止、陥蕃漢人の招収カf指摘されるが、そのような宋の政策も終片的には奏功しなかったと著者は
主張している。いずれにしろ、タングート政権下に、畜牧の労働力、軍隊の兵力の供給源として、他
の異民族もあったのであろうが、とくに多数の漢人のふくまれていたこと、さらに軍事・政治の顧問
的役主Ijを果す漢人も少なくなかったことなどが明らかとなり、のちの西夏国が多民族国家と見られて
いるのと同じ事情が、この建国前のタングート政権下にもあったことが明らかにされている。
第 ~3 t~:では、継遷のあとをついだ李徳明が、とくに末に対して経済外交政策をとった事情を分析し
ている。 徳明は父のあとをつぐとすぐ、朝貢貿易をさかんに行なったが、 1007年、保安軍に持場を設
置することで宋と合意iこ達し、公的貿易が開始されたことを、画期的なこととして注目する。また、
そのさいタングート側が中国ヘ持ちこんだ品目も分析して、馬匹などタングート本土の物産と並んで、
玉、王製品その他の西方産物が含まれていることを指摘し、既に東西通商の仲介貿易にもあたってい
たこと、さらに、このような経済外交政策の結果、経済力は発展したに相異なく、 1020年に西、F府の
北方、懐遠鎮に築城して興州、比命名し都城としたのも、そのような情勢の現われだと主張する。そし
て、 1028年には河西ウィグル王国の本拠、甘州の占領に成功し、西夏建国の基礎がためは-段とむし
すすめられたとする。
第 1 .第 2 の両篇を通じて、本論文の意図する西夏建国に至るまでのタングート民族の 4 佐紀間余
の歴史が、年次にしたがって明ら、かにされているが、それは-口に言って、中国の惰・唐・五代・宋の
諸王朝、また南方の吐蕃や北方のキタイ族の遼朝など、これらの強大な勢力と常に接し、からみあい
ながら展開したものであった。その問、北方・両方のトルコ系民族との接触もあり、とくに11世紀に
入り、西方の河西地方に進出するとき、当然そこにあったウイグル人政権との関係が問題になり、西
夏国の誕生は、この河西ウイグル固との関係を度外視しては考えられないことである。
第 3篇は、上のような観点、から、とくにウィグルとの関係を考察したもので、視野は西夏建国以後
にも及んで、いる。
第 l 章では、まず唐・五代の時代のタングート・ウイグルの交渉過程を追求したのち、宋代初期に
は、ウイグルの対宋貿易を妨害するタングート政権の動静が明らかにされる。次いで、河西経略が開始
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されると、ウイグル政権はもちろん、北方からの遼、南方からの吐蕃などと抗争をくり返す情況、そ
して、 1014年前後に西涼府を占領、 1028年にはついに甘州を占領してウイグル王国の本拠を奪った経
過が説かれる。 1032年に徳明は死に、子の元美がつぐが、この李元美こそ西夏王国の建設者であった。
第 2 章は、上にもふれた、タングートはもちろん、宋・遼や吐蕃などの河西ウィグルをめぐる勢力
関係を分析したもので、そのさいとくに遼との関係が重要であるという観点に立った論述で、本論文
としては補説的なものである。
なお参考論文 3 篇カ守系えられであるが、それは下記の題目のものである。
1. タングートの民族信仰について
2. タングート慣習法と西夏法典
3. 高昌行紀にみえる打当の語について
第 1 論文は、タングート民族の固有宗教観がシャーマニズム的であることを、関係史料を探索して
証明し、とくに羊を用いる占トの型態を明らかにしたものである。第 2 論文では、タングートの法観
念、その社会の法規範を、慣習法として把握しながら概観し、西夏国建設後制定された 2 種の法典に
言及している。第 3 論文は、チベット・タングート系と見られる部族の住地を通過した、漢人の旅行
記に見える「打当( ta -tang) J という語を、従来の諸説とは異って漢語であることを主張したも
のである。
以上いずれも小論文であるが、とくに第 1 ・第 2 の両論文では、主論文が主として中国諸王朝など
との関連にむける、政治史的変遷を問題としたのに対し、タングート民族内部にむける、民族の固有
文化の問題に視点、をあてたものといってよい。
この研究で意図されたところは、一民族の 4 世紀にわたる歴史を明らかにすることであり、非常に
大きい、あるいはあまりにも大きいテーマと言える。全篇400字詰原稿用紙614枚にそれをまとめたわ
けであるが、分析を加えた多くの問題も、おのずから精粗のあることは否定できない。
とくに、この民族が、周辺の諸民族・諸国家との交渉の聞にその歴史を展開したことは、明らかな
歴史的事実であり、本論文でもその問題には多くのページがさかれている。そのばあい、 9 世紀末か
ら台頭してきた、北方のキタイ族遼朝との関係について、部分的にはふれているものの、少なくとも
1 章を設けてまとまった考察があってしかるべきであろう。また、民族史の問題として、一姓一部落
から
変化を、著者は社会的発展と見たことは、随所の記述から察せられるけれども、十分な論証を加えて
いるとは言い難い。氏族社会・部族社会という用語が、分析不十分のまま用いられでもいる。また、
その藩鎮としての構造や機能については言及がなく、たとえば他の藩鎮と比べて、このような牧民を
包含する非漢民族のそれが、何か特色のあるものをもってはいなかったかなどの疑問をいだかせる。
これらのことは、たしかに史料上の制約があって、分析・論証は決して容易ではないことは事実だが、
問題点の指摘だけでもほしかったと思う。
上のような批判すべき点はあるにしても、たしかにこの研究のばあい、史料となるのは、タングー
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ト人自身の手になるものが皆無で、あり、もっぱら中国歴代王朝の史書類だけに拠らざるを得ないので
あり、断片的・間接的な記事のなかから関係史料を渉猟し、個々の事実を明らかにし、それらを結び
合わせてはじめて一つの歴史像がえがけるという状況にある。そのばあい著者は、関係史料は広般に
調査し、見るべき基本的史書に遺漏はないし、史料批判の基本的操作も適確である。個々の史実につ
いて必要な考証は随所で行ない、これだけの歴史構成に成功したといってよい。西夏建国以前のタン
グート民族の歴史は、もちろんそのアウトラインは知られていたし、個々の問題についての研究もあ
ることはあった。しかし日本人の研究も 3---4 にとどまり、外国での研究もきわめて少なし」そのさ
い、この総合的な研究が学界に寄与することは大であることは疑いない。博士学位論文として十分の
価値があるものと認定する。
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